















































































































































































































































































































































































































（1₅） René Magritte, « La Ligne de vie », 1₉38, Écrits complets, édition et annotée par 
André Blavier, Flammarion, ₂₀₀₉, pp.1₀3-113.（以下、Écrits complets は ECと略す。）








の ₂ つの互いに離れた実在の偶然の出会いに沿うと述べるように（Suzi Gablik, 














（₂₀） Suzi Gablik, Magritte, Thames and Hudson, 1₉8₅, p.1₀1.
（₂1）  Ibid.
（₂₂） René Magritte, « La Ligne de vie », 1₉38, EC, pp.11₀-111.
（₂3） David Sylvester（ed.）, René Magritte Catalogue raisonné Ⅱ, The Meil Foundation, 
Philip Wilson Publishers, 1₉₉3, pp.111-11₂.マグリットが例に挙げた作品については、




（₂6） René Magritte, « La Ligne de vie », 1₉38, EC, p.111.
（₂₇）  Ibid., pp.111-11₂.
（₂8） Suzi Gablik, Magritte, Thames and Hudson, 1₉8₅, pp.₉₉-1₂3、David Sylvester, 
Magritte, Meil Foundation, 1₉₉₂, pp.₂68-₂86、Didier Ottinger（ed.）, Magritte : the 
treachery images, Prestel, ₂₀1₇, pp.1₇-18. pp.61-6₂. pp.183-186.など参照。
（₂₉） ルネ・マグリット《透視》1₉36年、油彩・カンヴァス、₅₄×6₅cm、個人蔵。
（3₀） CRⅡ, p.18₂.
















（3₄） René Magritte, « La Ligne de vie », 1₉38, p.111.


















（₄1） Suzi Gablik, Magritte, Thames and Hudson, 1₉8₅, pp.11₉-1₂3.参照。P.1₂3におけ
る分類の中の 1つにダブル・イメージがあり、それについて言及されている。
（₄₂） René Magritte, « La Ressemblance », 1₉₅₉, EC, pp.₄₉3-₄₉6. マグリットが考える
類似とは、インスピレーションを受けた直接の認識になる思考を意味していると考
えられ、その思考を絵画によって可視化するというものであると考えられる。
　　あるいは、利根川由奈『ルネ・マグリット 国家を背負わされた画家』水声社、
₂₀1₇年、p.6₀. において以下のように述べられている。「そして、一九三〇年代に頻
繁に語られた「親和力」は、一九五〇年代になると「類似」という表現に変化する
ことに着目したい。「親和力」は、たとえば、鳥と卵といった関連のある対象同士
を接続させる方法であったが、「類似」は必ずしもそうではなく、上記の《誘惑者》
のように水面とその上を進む船といった日常的に関連がある対象を取り上げている
場合もあれば、直接的に関わりがないと思われる対象の組み合わせも使用された。
「類似」で招聘された対象について何か規則性があるかというと、そう言い難い。」
―   ―36
利根川は、類似における組み合わせは、規則性があるかは言い難いとし、あいまい
にいているが、今後、類似による組み合わせと思われる作品を分析することで明ら
かになることがあるのだろうか。検討する必要がある。
